


 

団 体 概 要 調 書 

フリガナ イズミノクニノシゼンカンクラブ 

団体名 
特定非営利活動法人 

いずみの国の自然館クラブ 

団体の目的 

広く自然史科学の発展と普及に取り組み、自然史系博物館「い

ずみの国の自然館」の設立を目指し、市民の自然に対する理解

を深めることを目的とする。感動を大切にしながら自然の中で

心豊かな暮らしや生き物とふれ合う機会を提供する。 

市内事務所の 

所在地 

〒594-１１５３ 

和泉市青葉台３－１３－１９ 

【専用事務所 ・ 住居と兼用 ・ その他（        ）】 

電 話 0725（56）7254 F A X 0725（56）7254 

フリガナ   ヤナトリ    マサヒロ 

代表者氏名   梁 取   征 弘 

連絡先 
※この申請について

問い合わせをしたと

きに対応できる方 

（連絡責任者氏名）※ 
 
フリガナ ミワ  ケンイチロウ 

電 話 0725（56）7254 

    三輪  健一郎 F A X 0725（56）7254 

（住所）上記事務所以外に資料送付を希望する場合はご記入ください。 

設 立 年 月  ２００５年 １０月 主な活動地域 和泉市内 

会報等の発行 有（年 ３回発行） ・ 無 会員数 １１４人   

メールアドレス   izuminokuni＠shizenkan-club.net 

ホームページ   http://www.shizenkan-club.net 

主な事業内容 

自然観察（毎月の自然観察会実施）・自然史科学の普及（毎年

３回の講習会と講演会）・自然史資料の整理（動植物の調査・

市よりの環境調査業務）・研究出版（年３回の会報の発行）・

自然館でのイベント（南松尾幼稚園跡地の活用など）・環境教

育（観察会でのゴミ拾いなど） 

主な活動の実績 

１．自然観察会は、満１７年となり 206 回、延べ 8000 人を数え

る。２．毎年夏の植物と昆虫の標本作成講習会と名前調べの会、冬の

講演会などの実施。３．年３回の会報発行など。４．市の S ゾーンの

環境調査業務。５．市の 2４年以降の環境調査業務。  

国・府・市及び

各種団体等から

の他の補助金及

び委託実績 

（過去３年間の

実績を記載） 

年度 名称 金額（円） 

R５ 

R４ 

R３ 

自然環境調査 

自然環境調査 

自然環境調査 

869,389 円 

1429,060 円 

763,400 円 

様式第２号（第７条関係） 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 
 

izm101138
ハイライト表示

izm101138
ハイライト表示

izm101138
ハイライト表示



 

事業計画書 

１ 事 業 名 
自然観察・自然史科学の普及・自然史資料の収集整理・研究出

版・環境教育・自然館でのイベント事業 

２ 申請コース 

（１）公益活動支援コース 

□チャレンジコース    □ステップアップコース 

（２）地域活性化コース 

□地域活性化コース 

３ 事業の必要性（※別紙添付可） 

①事業を実施する前提となった問題点、課題、社会背景等 

活動を始めたのは文科省のいじめ問題や暴力事件の都道府県別発生件数の発表がき

っかけであった。子どもたちに関わる悲しい事件が相変わらず多い現状がある。ま

た学校現場では自然遊びの実体験の感動を与える機会が少ない。 
②事業を実施することにより達成しようとする目標、期待される効果 

自然の恵みや生命の大切さを次世代の子供たちに伝え、子どもたちの情操を育むこ

とが最重要課題だと考えています。大人たちはすぐに可哀そうだから捕まえた昆虫

などを逃がしてやりなさいと言います。子どもの内に捕まえた虫が死んでしまった

ことの実体験をしていくことが、命の大切さを成長してから理解することが出来る

ようになります。もちろん知的好奇心も実体験として深めることが出来ます。これ

らの事や自然の素晴らしさに感動することが情操を深めることになるのです。大人

も子ども達と共に学び遊んで行くことで和泉市の自然の素晴らしさを体感し、安ら

ぐことが出来きます。 

４ 事業内容（※別紙添付可） 

①問題点、課題を解決するためにどの様な方法を用いてどの様な事業を実施しますか。 

①自然観察（和泉市内の信太山から山間部まで、いろいろな環境に生息する生きも

のを調べる） 
実施期間（日時）：毎月第３日曜日 
実施場所    ：自然豊かな市内各地 
主な対象者   ：和泉市に住む子ども達と保護者・一般市民 
参加予定者数  ：年間５００名以上 

 

②自然史科学の普及（名前調べの会・講習会・講演会等、主に実習を主体とした体

験を提供する） 
実施期間（日時）：A：７月第４日曜日、B：８月第３土曜日、C：２月第２日曜日 
実施場所    ：シティプラザ多目的室・青葉はつがの小多目的・コミセン等 
主な対象者   ：和泉市に住む子ども達と保護者・一般市民 
参加予定者数  ：A：４０名、B：１０名、C：４０名 

 

③自然史資料の収集整理（広く生息状況を調査して和泉市の自然を記録、博物館な

どの発行物から記録を収集、和泉市の自然環境調査の実施などを行う） 
実施期間（日時）：随時 
実施場所    ：市内各地（いずみの国の自然館で公開） 
主な対象者   ：一般市民 
参加予定者数  ：不特定多数 

様式第３号（第７条・第１５条関係） 



 

④研究出版（会報の出版を行う） 
実施期間（日時）：４月、８月、１２月 
実施場所    ：特になし 
主な対象者   ：近隣博物館、市内図書館、関係各所、一般市民、会員等 
参加予定者数  ：特になし 

 

⑤環境教育（自然観察会・自然館の日と並行してゴミ拾いを実施、また自然環境を

大切に利用する遊びなどを実施する） 
実施期間（日時）：毎月第３日曜日・毎月最終日（土）曜日 
実施場所    ：自然豊かな市内各地・久井町「いずみの国の自然館」 
主な対象者   ：和泉市に住む子ども達と保護者・一般市民 
参加予定者数  ：年間５００名以上 
 
⑥自然館でのイベント（オオムラサキ祭として、和泉市産の国蝶オオムラサキを飼

育し手乗り体験を実施。自然館の日では、飯盒炊爨とカレー作り、川遊びなどの自

然遊びを提供） 
実施期間（日時）：A：７月第１日曜日、B：毎月末日曜日 
実施場所    ：（アムゼ広場）・いずみの国の自然館（旧南松尾幼稚園跡地） 
主な対象者   ：一般市民・近隣市民 
参加予定者数  ：A：５００名、B：年間２００名程度 

 

②実施期間（日時） 令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月 21 日 詳細は上記のとおり 

③実施場所  和泉市内各地 詳細は上記のとおり 

④主な対象者  和泉市民 詳細は上記のとおり 

⑤参加予定者数  詳細は上記のとおり 

⑥告知方法  広報いずみ、当会 HP・FB、口コミ等 

５ 事業スケジュール 

次期（月） 

毎月 
毎月 
５月 
７月 
 
８月 
９月 
１月 
２月 

内容 

自然観察会（環境保全課後援） 
自然館の日（自然館でのイベント事業） 
会報出版 
自然館オオムラサキ祭りとパネル展示 
標本作成講習会（昆虫と植物）とパネル展示 
名前調べの会 
会報出版 
会報出版 
講演会 



 

６ 審査項目からみた事業の自己ＰＲ ※要綱別表第２審査基準参照 
（実施事業について、どういう点が優れているかなどを審査項目ごとに記入してくださ

い。） 

①公益性 

毎月実施の自然観察会は過去 3 年間月平均３７名の参加者があり、自

然遊びの講習会・講演会も評判が高い。また和泉市の動植物の調査や

資料収集をし、公開している。年 3 回発行する会報についても、市内

各図書館で公開されているだけでなく隣接県の博物館にも贈呈してい

る。観察会では同時にゴミ拾いも実施するなど広く環境教育に努めて

いる。和泉市に生息するゲンジボタルや国蝶オオムラサキを久井町の

幼稚園跡地で観察してもらえるようにしている。特にオオムラサキは

累代飼育をして増やしており、放蝶出来る段階になっている。以上よ

り、広く自然豊かな和泉市をアピールできる事業になっている。 

②継続性 

法人としての活動は 1９ 年目を迎え、和泉市から幼稚園跡地を活動の

拠点「いずみの国の自然館」として購入することにも成功した。今後

も継続的に更に発展できる事業になっている。また小学校での出前授

業など自然教育に広くかかわっており、波及効果が期待できる。当法

人の収入については、会費や寄附金、参加費などの事業収入であり、

財源確保に努めている。 

③実行性 

ＮＰＯ法人として体制は整っており、事業遂行の実行力も問題ない。

申請額については、事業計画に基づき毎年適正に申請している。事業

内容にあるように、様々な活動を通して、自然の素晴らしさや楽しさ

をたくさんの方に知ってもらえるよう努めている。 

④協働性 

すべての活動において協働を求めており、観察会には障がい者施設の

団体やこども食堂などの団体も参加している。特に令和元年エコール

いずみで実施したオオムラサキ祭では、関係する 6 団体も参加するな

ど相互連携を促進している。活動拠点として市から購入した幼稚園跡

地では、常に解放し、地元住民との交流・協力に努めている。 

⑤公開性 

市の広報や当法人のＨＰ、ＦＢなどで常に情報発信しており、活動の

パンフレットも配布している。多くの市民に関心を持ってもらい事業

に可能な限り参加して頂けるように柔軟に対応している。 

⑥発展性 

（先駆性・ 

展開性） 

（集客性） 

私たちの活動は、和泉市で他に類をみない事業であり、私立の自然系

博物館は近畿に広げても皆無であるので、和泉市の特筆すべき自然財

産を市民の方々と共有できるようにするため活動している。蜻蛉池公

園でのオオムラサキの飼育指導は指定管理者が変わったため中断して

いるが、広がりを予想させる事業となっている。集客性としては、観

察会では昨年５５０名以上、昨年同様オオムラサキ祭りの代わりに実

施したオオムラサキ手乗り体験では３００名以上の来場者があった。 

 

 

 
 

 

 

 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 
 



 

収 支 予 算 書 
 

事業の名称： 自然観察・自然史科学の普及・自然史資料の収集整理・研究出版・ 

       環境教育・自然館でのイベント事業                                   

 

１．【収 入】                         （単位：円） 

項 目 金 額 積算根拠 

支援金 265,000 円 和泉市市民活動推進支援金 

   

事業収入 36,000 円 講習会等参加費 

 20,000 円 オオムラサキ祭りなどイベント売上 

   

自主財源 209,000 円 団体会計 

   

合 計 530,000 円  

 

２．【支 出】                         （単位：円） 

費 目 金 額 積算根拠（数量、単価等） 

報償費 ３0,000 円 講習/講演会講師謝礼（雑費込み）4 名分 

消耗品費 344,000 円 会報用クリアホルダー・Ａ４用紙・インクト

ナー等（84,000 円） 

自然教室にかかる教材購入費（30,000 円） 

環境教育に係る工具材料費（90,000 円） 

イベント材料（70,000 円） 

文房具類（40,000 円） 

自然館祭り屋台用食材（30,000 円） 

食料費 ６,000 円 スタッフ作業時飲料代 200 円＊30 人 

役務費 30,000 円 郵送料・行事保険料 

使用料及び賃借料 10,000 円 多目的室・創作活動室等借り上げ料 

原材料費 50,000 円 鉄材、耐火煉瓦、木材、防虫ネットなど 

備品費（対象） 60,000 円 大広間用ファンヒーター 

（30,000 円×2 台） 

   

合 計 530,000 円  

対象経費 530,000 円  

※費目は、別表第３（第１０条関係）に記載されているとおりに記載してください。 

※実績報告書の提出時に収支決算書とともに領収書等を添付する必要があります。 
 
 
 
 
 

様式第４号（第７条・第１５条関係） 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 
 





 

事業計画書 追加資料 

 

 

1 団体名 特定非営利活動法人いずみの国の自然館クラブ 

2 事業名 
自然観察・自然史科学の普及・自然史資料の収集整理 

・研究出版・環境教育・自然館でのイベント事業 

3 申請コース 

（１）公益活動支援コース 

□チャレンジコース    □ステップアップコース 

（２）地域活性化コース 

□地域活性化コース 

4 令和 5 年度事業における反省点・課題・問題点とそれをどのように改善

するかについて記入してください。 

 自然観察事業では槇尾山施福寺へ上がるのに入山料が必要であるため、R6

年度は観察場所の変更をすることにした。 

 自然史科学の普及事業では、南米ボリビア産の約 4 億年前の三葉虫化石の

入手に成功したので、2 月講演会（実習）に使えることになった。 

 自然館のイベント事業では、南松尾幼稚園跡を購入することが出来たの

で、新たな使い方を毎月研究している。 

 

 

5 令和６年度事業において以下のことについて記入してください。 

・新たに取り組む事項 

・令和５年度事業と比較し発展・拡大が見込める事項 

・その他支援金を受けることで事業計画・予算・地域や市民に与える効果等

に変化がある事項 等 

 自然館でのイベント事業では、4 月より自然系博物館「いずみの国の自然

館」として土・日・祝について、新しく正式オープンします。平日について

は申込制としますが、敷地の通り抜け・トイレの使用については、年間を通

じて自由に開放します。 

 いずみの国の自然館は、和泉市の自然のビジターセンター的機能を併せ持

つ施設にする予定です。 

 支援金を受けることで、今まで以上に広く市民に使っていただけるような

準備をします。 

 また、企業団からの寄附を受けやすくするために認定 NPO への申請を大阪

府にします。 

 

 

 

※本資料に記載いただいた内容を含め審査を行います。 


